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|1.図書館システムとしてのIMAS
1998年11月に、区|占館はli読書目録検索、ンステム(¥tVINE)の
更新を行った。米匡IInnovativeInterfaces社の提供するINNO
PACを導入して、インタフェースの改善や検索機能の向上などを
実現し、利問者から歓迎されるとともに、|京13館界の注目を集めた。
その後も図書館では、このWINEシステム更新の成果を基礎とし
ながら、そのi料|炉村v司l戸Bにとどまらない新たなな』情|
てきた。
1999年秋にIzl，l}館は、大学の121世紀の教育問究グランドデ
ザイン策定委員会」に、「アクティブ、ライフ守ラリ構想りを提案した。そ
の雌旨は、研究教育と 体ー化した'1か限サー ビ.スをJ2供していくた
めに図書館システムを拡充する、ということで、あった。その後、「ア
クティブライフー ラリ1'1，'~;LU をより具体化したものとして、「統合マル
チアーカイピングサービスJ(Integrated Multi-Archiving Service 
・ IM AS) を提案し、 J~II事会の承認を得た。
1 ~アクティブライブラリ構想 E 
従米の図書館業務は、図書や雑誌や視聴覚資料など、受け
入れた資料を整理して目録情報を作成し、所定の位置にi泣いて
閲覧の問に供したり、貸出やi安写などのサービスで利l有者の便
宜をはかつてきた。しかし、近年におけるネットワークやメディア技
術の発展は、教育研究スタイルを変貌させつつあるのと同様に、
図書館サービスのあり方にも再検討を迫っている。具体的には、
WWW上の情報源や各陣の電子化テキスト、マルチメディア資
事|などを射程に入れた、より広範囲な情報提供の可能性を模索
するごとの必~佐1:が認識されるようになった。
このような問題意識から、「アクティブ守ライフ守ラリ梢想」では、次
のような機能を実現することによって、独立した図書館システム
から、liJf究教育と一体化した図書館システムへの拡張をめざして
いる。
(1)図書館システムを直般意識しない|孟|三日泊システム利用の促
進(例:辞書/事典等とのインターフェース、教員が作成するWeb
ページの参考図i!?紺介からのリン夕、間々の学問分野への学習
案内のハイパーテキスト化など)
(2)図書館蔵書に閉じない資料提供(例:有償/知的データベ
ースや他図書館システムとの連動、屯チジャーナルや著者・出版
省情報のWebサイトへのリンクなど)
(3)高付加価値メディアライブラリの提供(例:図書館所l械の貴重
資料のデジタル化、加えて、対象資料によって注記の選択的表
示や彩色処理を可能にする仕組の実JJ~など)
(4)各種Webサイトの連技促進(f9IJ:Webぺージリストの充実、学
1M'1宵報関係のWebサイトの自動/半自動収集、WINEシステム
との融合など)
(5)世界に向けた情報発信(世界楳it主としてのWINEシステム
の活用、 世界規模で、のILL/リソースシェプリンタゃへの砧極的参
加|ほど)
E 構想 l 
「アクティブライフマラリ桝想」は具体的には統合マルチアーカイ
ビ、ンクー サー ビス(IntegratedMulti-.Archiving Service)というプロ
ジェク卜として展開されることとなった。その目的はさまざまな媒体で、
さまざまな形式で表現されている種々のコンテンツに対して、いか
にその追いを意識せずに必要な情報にアクセスできるか、という
問題を解決していくことにあり、一方では、情報の提供1)[11として、
既に発信している様々なMでの情報を統合して保管・貯蔵し、
利用者に広く提供していくことにある。
IMASではデジタル情報だけでなく、もう一つの柱として、物血
的な質量:を持つ情報(図書をはじめとした様々な媒休資料)の
収京主スペー スすなわち「フィジカルアー カイブJ(資料保管庫)を{立
置付け、「デジタルアー カイブJ(デジタルデータ保管庫)とあわせ
てマルチアーカイブとして再構成し、統合されたユーザーインター
フェー スのもとで、管理・運用していくことになった。
早稲田大学 統合マルチアーカイビングサービス(lMAS)イメージ図
従来のイメージ
/1" 
同じキーワードに対して、個々のデータベースを
別々に検索しなければ‘ならなかった。
新サー ビスのイメー ジ
閉じキー ワー ドで、
すべてのデータ
ベースを同時に
検索、結果を
一度に表示。
デジタルアーカイブサービス
フィジカルアーカイブサービス
図書館の蔵書目録と連動して資料を
自動で書架から呼びだすシステム。
最大50万冊収納可能。
1 ~デジタル・アーカイブ 目
1)デジタルアーカイブの考え方
アクティブeライフマラリ構想を実現する一環として、IMASデジタ
ルアーカイブ、フ。ロジェクトが199911三1月に開始された。フ。ロジェク
トの進捗については後述するとして、ここでは、デジタルアーカイ
フ"j'I"'i築にあたっての基本的な考え方を述べる。
「デジタルアーカイブ」が想定しているのは、サービスとして提
供すべきコンテンツがさまざまな情報源(学内外、国内外)として、
多機な形式で存在しているということである。従来は、情報探索
の目的に応じて、どのような書誌索引類あるいはデータベースに
あたるべきかなどをまず、考える必要があった。図書館のレファレン
スサービスの意義のひとつはまさに、利用者のそのような探索行
動を援助することにある。しかし、年来にわたり指摘されてきた「情
報洪水」は情報環境の変貌により、いよいよはなはだしくなって
いる。一方で、自宅や研究室から各種情報源にアクセスする機会
が増え、利用者にとっては場所の制約をうけず手軽に、そしてわ
かりやすく、求める情報にたどりつける仕組みが望まれていると
Lミえる。
「デジタルア カーイブ]がめざすのは、こうした要望に対応できる
よう、統合的なインターフェイスを提供して、さまざまな情報源にア
クセスできるようにすることである。ひとつのキー ワー ド(たとえば人名)
は、関連する書籍はもとより、論文、手稿、録音、映像、授業、ある
いはそれらを提供する団体のホームぺージなど、多様な検索結果
を導く可能性があり、その必要度は探索者によってまったく異な
るであろう。しかしサービスとしては、多機な可能性を保障し、どの
ような人にも求める情報がもれなく提供できるように配慮する乙と
が必要である。統合的なインターフェイスの実現にはそうした意義
がある。このことは、アクティブ、ライブラリ構想においてすでに意識
されていた。ごのような考え方から、統合的なインターフェイスの実
現をめざし、デジタルコンテンツ管理、URLの収集・検索、利用者
読;f¥i[、そしてIMASフィジカjレアー カイブとWINEシステムとのデ
ータ連携などをサブシステムとして、「デジタルアーカイブ」の検討
を進めることになった。
2)プロジェクトの進捗
IMASテ会ジタルアーカイブフ。ロジェク卜の発足にあたっては、図
書館、教務部、およびメデ、イアネットワー クセンター (MNC;現教務
部情報企画謀)で協議を行うとともに、大学理事会の考えも確認し、
大枠を定めていくことになった。当初より想定したのは、「フィジカ
ルアー カイブ、」と並んで、「デジタルアー カイブJについても、1999
年度政府補正予詳補助金にql諮を行うことで、あった。その前艇で、
大学のシステム梢築に何らかの)1ヲでかかわりのある4社に対して「デ
ジタルアーカイブ」に対するシステム提案を要請し、1999年12)-J
に各社からの提案を受けた。早大iWJでそれらを検討した結果、2
社(NTT東日本および|オ木IBM)に絞ってさらに選定することに
なった。2000年1月、両社からの再提案を受けて検討を行い、シ
ステム構築はl社に絞らず2社それぞれに、役割を分但して遂行
してもらうとし巧結論に達した。それをふまえて引き続き、文部省(当
IEy.)への申請を手続を行った(管査の結果、採択となった)。
「デジタルアー カイブJフ。ロジェク卜の立ち上げに|捺しては、学内
横断的なワーキンググループを設けて、図書館、MNC、教務自1I
等の関係箇所のメンバーがそれに加わり、基本的な方向性につ
いてl確認を行った。実際の梢築作業に移行してからは、主として
図書館とMNC(後に情報企画課)の担当者を中心として業者と
の交渉を重ねることになった。
業者を1社ではなく2社としたのは、提案内容に一長一短があ
って絞りきれなかったことが大きい。i安数業者との協議には調整
の煩~\JËさを免れえなかったが(とりわけ初期段階)、それぞれの
持ち|床を生かせるような分担により、作業を依頼した。すなわち、
上述のWINEとフィジカルアーカイフ守の連携機能については、W
INEシステムの構築に関わり、またWINEのデータにも詳しい日
木IBMに依頼した。また、デジタルコンテンツの管理でも、同社が
提案する製品"DigitalLibrary" (後に"ContentsManager"と名
称変更)がすぐれた実績を省していると判断されたことから、この
製品を用いての開発に委ねた。他fj、NTTに対しては、同社の
提案に美点の見出された部分、すなわち、統合的な検索インター
フェース、学内既存データベースのJ決断検索(同社は文学部省:で
データベース構築に関わっていた)、さらに、Web検索エンジンに
ついて担当するよう依頼した。2001年1月末を完成の目途とし
て取り組むことになった。
次節で述べるように、IMASデジタルアーカイブは幾多の構成
要素からなっている。各部分がI!iVr次に)1ヲを整えて、相互に影響し
あって動く部分についてはその整合性を昨認することを繰り返して、
全休が仕上がっていった。諸般の事情から、当初予定した機能
のうちで、実現に至らなかったものがある(たとえば利用者認証の
仕組み)。また、スケジュールは予定したよりも遅れざ、るをえなかっ
たが、2001年度3月に完成して、一般への公開も2001年4月に
開始した。
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IMASのトップページ
(早稲田大学図書館のホームページからたどることができる。)
3) IMASデジタルアーカイブの概要
(1) IMAS検索
IMAS全体にとってのいわばトッフ。ぺージで、あり、統合的な検
京インターフェイスを提供する。多機な怖さj脱税i!から求めるものを的
Mfに選び出して利用できることをめざしている。1回の検索で、惚
数のシステムそれぞれの該当件数が得られ、利用者はそこから
対象を絞って詐創1I情報を確認する。現時点で、今後もサー ビスな
どを検討してP<予定である。IMAS検索の対象となるのは下記
の'情報1京で、ある。
-図書館蔵書目録(早大図書館システムWINE)
-教員の研究活動状況(早大教員の著書、論文その他の情報)
・学術Web(早大内)
-デジタルコンテンツアーカイブ.
.早大学術データベース
-学術Web(一般URL)
・雑誌記事索引(国立国会図書館作成)
・海外雑誌記事索引(仏国立科学技術情報センター提供)
・ネットで‘百科(世界大百科事典)
上記サービスは、従来から個別にWebで、の提供を行っていた
ものと、今回のフ。ロジェクトによって完成されたものとからなる。次
項以下で、IMASデジタルアーカイブによる新たなサービスを紹介
する。
(2)学術Web
Webページの全文検索を行う。通常の検索エンジンと異なり、
起点となるURLを選定し、それらのページからリンクされている情
報源を対象として検索を行う。起点を大学関係のぺ ジーに置くこ
とによって、研究教育への関連度の高い情報を収集できるよう
にしている。検索対象が学内ページ限定か否かによって入り口
を分けて提供している(上記「早大内」と「一般URLJとの区分)。
これは、NTT東日本提供のTITANとLヴ製品を基礎にしている。
(3)デジタルコンテンツアーカイブ
静止画、動回、音声など、早大図書館が保有するデジタルコン
テンツを格納して、キーワードや画像レイアウトでの検索を行う。日
本IBMのContentsManager(1日称DigitalLibrary)とL、う製品
を採用し、コンテンツの登録や検索等のインターフェース部分の開
発を同社に依頼した。これまで、格納しているコンテンツとしては、
図書館所蔵貴重書の画像、本学教員の最終諦設(車}]画と音声)、
本学学位論文の2次情報(タイトル、著者等)などがある。
(4)早大学術データベース
学内の様々な関係データベースに対し、キーワードによる横断
的な検索を実現した。従来、関係データベース検索では、SQLな
どの問合せ言語を用いる必要があったが、ここでは、キーワードの
みの簡易なインターフェースによる検索を実現している。学|刈のデ
ターベー スのうち、一定の技術的な要件に合うものを選んでサー
ビスを提供してpる。現在は、「曾津八一収集明器コレクション」
ほか13のデータベース(文学部および大学史資料センターが提
供しているもの)を横断検索の対象としている。これはNTT東日
本のDBSENAという製品に基づ、いて構築した。
(5)1フィジ‘カルアーカイブ]との連携
IMAsrデジタルアーカイブ]の枠組で開発した今一つの住は、「フ
ィジカルアー カイブ」とWINEシステムとの連携である。WINEの
OPAC検索で得られた結果画面において、 i~ê架場所に 「中央
/lF 自動書庫」としミう表示が出て、かつ現況が「利用可能」
である場合は、配架場所欄に出J車詰求用の「取出しJボタンが出
る(当町、仁1:1央図書館に設置されたOPAC端末に限定して適月'1)。
それをクリックすることにより、書庫管迎!、ンステムにデー タが送られ、
当該資料を収蔵するコンテナがカウンターに自動的にH乎び、wされ
る仕組になっている。これについては、WINEの機能とデータに
詳しい日本IBMに開発を委ねた。
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デジ'7ルコンテンツアーカイブにおいて
数種の画像蓄積方式で保管することができる。
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1 )フィジカルアーカイブ構築の背景
中央図占的は1991壬|三4)1 に IJF:I館した 。 I~自館 11寺から既に収谷Ei
200万iHlの附設占架lこ加えて、将来のよ自設占hiIとして、地下31暗
部分に天)1二llが2層分lこj、日当する倉庫を設fJiiしていた。開館1寺
には余裕をもってスター トした占庫スペー スで、あったが、通常の年
間受け入れ区lJ?に加えて、千ちtHMや教員の退職にともなう返還等
のI首加により、1995年の段階で既にその収容対策の必要性が
指摘されていた。
1999年に至って、配架図占のi目加にともなうrlL;!よ1.図書館研究
，m車の書原スペース管坦!はかなり厳しくなり、また戸山図書館や
所沢図当館など、収容できる絶対量の少ないキャンパス図苫仙
の書庫の狭陥化も中央図 t !?館以1::.1こ深刻な~æJ直となってきた。
このように'1央図書館のみならず、キャンパス図1!?館や各学部
等の図t!?宝を合めて哲郎の狭|拡化が深刻になりつつある'!j1態
を重視し、1999年6月、図l!?館は理事会に「区|洋資料の収納改
常:の方向性について」として 'I~央図苫館j山下3 1梢の書庫増設を
提案した。
2)フィジカルアーカイブの考え方(書庫発想の転換)
前述の 「区1!?資料の収納改詳の方向性について」と題した
提案のなかで図書館は、以下に述べる事仕lにより、従来の者JlI
イメー ジを一新し、コンピュータシステムと保管庫機能を融合させ
た管理方式のほ用を提案している。すなわち、早稲田大学'1央
凶書館は(1)既に地下1・21精に130万|叶収納可能な研究図吉開
架ゾーンを持っており、それほど、開架にこだわる必要はない (2)
一部資料を除いて目録データ人)Jがされており、コンピュータ検
索が可能である (3) 地下31~~という梢造上のfljlJ約と利用上の安
全確保の而から無人管坦!が望ましL、(4)メーカーから無人哲，;.E'1l
による白星lJ，kiJljIシステム構築が可能で、あるとの提案がある、とい
った事由である。
発想、の ，1去.ji~を促した特徴は以下のことで、あった。 図書の特定
にあたっては、独自なキ でーあるBID(Book Identification)J '(ー
コード管疋1することで、効率的に収納を可能にするシステムの州
築が可能になる。すなわちこれまで、の書架のように資料の配列
を気にすることなく、その大きさだけに着目して集中して収納管則
することにより効率的な収納がlリー能となる。もちろん、資料を利FIJ
しようとする側からは、検索システムで資料の判定が可能である
ことに加えて、同一画面からlリJ納指令が可能で、きることが条件と
してある。
3)フィジカルアーカイブ・フ。ロジェクトの進捗
1996年に図古館からのJU案を受け、大学としてフ。ロジェク卜の
基本桝偲を了jげした足g事会は計画の具体化に着手し、 「フィジカ
ルアーカイブjを担当する業者の選定作業に人る。1999年12月
15日、入札参加業者選定委員会を開催し、株式会社イトー キ、金
剛株式会社、日本ファイリンクー 株式会社、株式会主t目立製作所の
4祉を選定した。
その後、埋卓会は決定した4社に対して、ft線上の基本条件
を示して提案吉およひ守児打iりの要請を行った。その際のJ&本条
件は、 (1)コンピュータによる自動管立gとし、利川者の山人引UJ1
定しない、 (2)資料の取り山しuは1惜川究，liJriIカウンター兵の
事務室とする、 (3)収納長は|三|占に換算して50万Ilを昨似でき
ること、なお収納するものは図1!?に限定せず、CD-ROM、マイクロ
フィルム、カセットテープなども刈象とする、 (4)1文|古館システム(
OPAC)画面からの取り出し命令を前提とする、 (5)アクティブーな
資料管埋を予想し、11、川|に100コンテナの出納を保証すること
等であった。
企画提案説明および入札の結果、「フィジカルアーカイブJ(自
動化町市)設備業者は金剛株式会社に決定した。また平行して、
設備に関連する間仕切り、搬送路等の工 'J\:~~者および閃占館
システム (WINE)との辿挑プログラムを担当する業者も、それぞ
れ見柏り合せの結果、戸四位設、日本IBMと決定した。
2000年2月4日の足g事会において承認を受け、前述の「デジタ
jレアー カイブJとー 休となった「統合マルチアーカイビングサービス(
IMAS) Jは、統合マルチアーカイビングシステムの構築として丈
部省1999年度第2次補正予算「最先端研究所等整備特別ゴ1:業」
に補助金 'l'訪をおこなうことになり、それが3判、にも ~rIì助金対象
事業と認められた。一方で、予算の制約の関係から原則として.q三
度内の完成が求められていたが、搬送路をli保するための附造
床のl'l)JJlJ二事、書架レールを固定するためのためのアンカー打
ちなど振動と騒音をともなう設備工事が必裂であり、工)~Jが閃当
館の I~:I館 lI~i'月1に特定されたことから期間延)~J"J請を行い、結果
として ['ji開始が夏季休業則にず、れ込むことになった。
設備の完了、システムの試運転の成功を受けて、2000年11月
14日、新宿消防署の検査を受け、承認のおりた11月24日が実質
的に綾J:、引波し日となった。その調整運転を兼ねて|三|占資料
の入JljI作業をおこない、2001年3)=1末現在、IL版図書約2Jj川を
入庫している。
2001年4月23日からOPAC画面にフィジカルアーカイブシステム
を反映させ、利用者にサービスを始めた。現在は資料の入!草作
業と利用者からのリクエスト取り出しが平行してお乙なわれている。
既に地下1・2階の研究書庫の配架展開が厳しい状況にあり、今
年度中に洋図書を中心に10万Illtほど「フィジカルアーカイブ1に
移動すべく言|画してpる。
4)フィジカルアーカイブの概要
(1)OPACからの自動出庫指令
WINEシステムの検索函而と連動し、配架場所欄に示された
出庫訪求問の if[ll'.Hしjボタンを操作することにより、地下3階に
設けられた自動化占庫から 11~~Tのカウンターに資料が搬送される
仕組みになっている。なおこの取り出し詰求が可能な環J6は当面、
中央図苫館の利用者用検索端末に限定する考えである。
(2)収容量およびロボットによる入出庫作業
空間を無駄なく利用することを目的として吉庫の基木は移動
書架を採用している。吉庫内で、の資料の収納1形|杉ヲ態は|幅1隔l席目2幻70mmn 
×長さ750mmX高さ160mmのコンテナ2幻1，8剖40ωf個E回lで
収容量約5印O万1川nリ}でで、ある。これらの無人の収納庫をコンピュー タの
指令にもとづくロボットが管理するシステムで、ある。
(3)搬送装置と出納ステーション
検索用端末から送られた資料 1':'1庫指令は自動化寄席、ンステ
ムのtIi!J倒lコンピュータを経て、該当の資料の入ったコンテナが収
納されているフ守ロックのロボ¥汁に山庫指令として伝達される。地
下31惜の苫庫からコンテナごと引き出された資料は水平搬送路を
経由して、研究書Fiカウンターの裏側の事務所の位liで、垂直搬
送機に:)1き継がれて取り出しカウンターに運ばれる。これら一連
の動きは自動的に行われ、カウンターに到着した資料は係員の
手で保存棚に別置きされ、研究書庫カウンターで利用を申し出た
利用者に手渡されることになる。
E [fI統合マルチアーカイビングサービス[1I~'~il 完成記念披露式典 | 
2001年3月30日、国際会議場井深大記念ホールにおいて、「統合
マルチアーカイビングサービスJ(通称IIMASJ:Integrated Multi-
Archiving Service)の完成を記念した披露式典を開催し、他大学の
図書館関係者および学内関係者など約200名の参加!を得た。
この岐路式典直後にデジタルアーカイブを図書館ホームページ上か
ら一般に公開し、また6月1日をもってフィジカルアーカイブも運用を開
始している。
